
 

周産期の泣き声で言語発達を予測 

概要 

日本は、先進国で唯一、早期産児（以下：早産児）の出生割合が増加の一途をたどっています。科学的根拠

に基づく新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）での発育環境の改善や、退院後の長期的な発達支援の整備が喫緊に必

要とされています。 

 明和政子 教育学研究科教授の研究グループは、河井昌彦 医学部附属病院教授、新屋裕太 教育学研究科大

学院生（現在、東京大学特任研究員）ら（※）とともに、出生予定日に達した早産児と出生後まもない満期産

新生児の自発的な泣き声の特性を調べました。その結果、在胎 32-37 週未満で出生した早産児は満期産児よ

りも周産期の泣き声のメロディーのバリエーションが大きく、このような特性を持つ児は１歳半時点の言語・

認知発達が良好、という新たな事実を発見しました。これは発達早期の泣き声のバリエーションが乳児期の言

語学習発達を予測する可能性を示すものであり、早産児の周産期からの発達評価や支援の進展に大きく寄与す

ると期待できます。 

 この研究成果は、2017 年 12 月 23 日発行（日本時間 23 日 0 時、スイス時間 22 日 16 時）の Frontiers 

in Psychology に掲載されました。 

※その他の共同研究者：丹羽房子（京都大学医学部附属病院助教）、今福理博（教育学研究科特定助教、現在

は東京大学特別研究員） 

 

 
１．背景 

 乳児の「泣き声」は、すでに新生児期から豊かなメロディーの特性（ピッチの時間変動）を示すことが報告

されています。生後、泣き声のメロディーのバリエーションが増加していくことは、言語を学習する上で重要

であることが指摘されてきました。 

 早産児の泣き声については、出産予定日の時期に満期産児に比べてピッチが高いことが私たちの研究チーム

により明らかとなっています。しかし、①早産での出生経験が、周産期の泣き声のメロディー特性にどのよう

な影響をあたえるのか、②この時期の泣き声の特性が乳児期以降の言語・認知発達とどのように関係するのか、

については分かっていませんでした。 
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２．研究手法・成果 

 私たちは、予定日まで成長した早産児 77 名（うち 36 名は在胎 32 週未満で出生、41 名は 32-37 週未満で

出生）と生後１週間前後の満期産新生児 30 名を対象に、授乳前の自発的な泣き声を IC レコーダーで収集し、

音響解析を行いました。泣き声の分析は、メロディーの特性（ピッチの変動、メロディーの複雑さ）に注目し

て評価しました（図 1）。その後、それぞれの児が 1 歳半に達した時点で言語や認知発達の評価を行い、泣き

声の特性との関連を調べました。その結果、以下の３点が新たに明らかになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）予定日前後の時点では、在胎 32−37 週未満で出生した早産児の泣き声は、満期産新生児に比べて、 

  ピッチの変動が大きく、メロディー複雑さの度合いも高い 

２）周産期の泣き声のピッチの高さ自体は、１歳半時点の言語・認知発達と関係しない 

３）周産期の泣き声のピッチの変動が大きい児ほど、1歳半時点で言語・認知発達が早い 

  特に、発話できる語彙数が多い（図 2） 

 

 以上の結果は、周産期の環境経験の違いが泣き声のメロディー特性に影響を与える可能性や、発達早期の泣

き声のメロディー特性が、その後、音声や語彙学習の個人差を予測する可能性を示しています。 

 

３．波及効果、今後の予定 

 本研究は、早産児および満期産児を対象に、周産期の自発的な泣き声の特性が乳児期の言語や認知発達を予

測することを明らかにしました。したがって、周産期の泣き声の特性評価は、言語発達のハイリスク児の検出

に役立つと考えられます。特に近年、進展が著しい機械学習（人工知能）分野との共同研究によって、より精

度の高い検出が可能になるかもしれません。その一方で、早産児は学齢期以降も言語・認知発達に遅れが出や

すいことや、発達障害の発症リスクが高いことを踏まえると、１歳半以降についても慎重かつ継続的に、早産

児の発達をフォローアップしていく必要があります。 

 現在日本では、早産児・低出生体重児の出生割合が増加の一途をたどっています。科学的根拠に基づく早期

からの発達評価、診断、支援法の開発が、臨床現場で強く求められています。周産期の泣き声の特性、メロデ
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ィーの豊かさの評価は、早産児を含むリスク児の生後早期の発達や、早期支援の効果を評価するための簡便な

指標のひとつとして、臨床現場での応用が強く期待されます。 
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